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10月２日（土）街頭募金活動の様子10月２日（土）街頭募金活動の様子

赤い羽根

共同募金運動始まりました！共同募金運動始まりました！共同募金運動始まりました！



ひとりひとりのやさしさが、
あなたの街を、もっとやさしくしてくれます。

福岡県共同募金会飯塚市支会

支会長　久　保　常　次

　今年も、赤い羽根共同募金運動が10月１日よ
り始まりました。
　毎年多くの方々のご理解、ご協力により社会福
祉事業の充実発展に役立っております。
　今日では少子高齢化のなか、住民の方々の福祉
に対する意識も変わりつつあり、多くの方々が公
的な社会福祉制度の充実を求めるだけでなく、多
様な社会福祉の取り組みが増え、新たな時期を迎
えています。
　そのため赤い羽根共同募金を通じて地域の皆様
方との信頼を深め、だれもが住みなれた地域で安
心して暮らすことを目指し、積極的に住民の方々
へ情報を提供するなど透明性を維持し、常に住民
の方々から理解される運動を展開していきます。
　今年も、赤い羽根共同募金運動を進めてまいり
ますので、皆様方のご支援、ご協力をお願い致し
ます。

「福岡県共同募金会飯塚市支会事務局」
飯塚市社会福祉協議会内
飯塚市柏の森９５６－４　
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赤い羽根
共同募金運動
　　　実施中

　秋の街を彩る赤い羽根共同募金。
　赤い羽根募金に協力している人は、みん
なボランティア。「民間の福祉を応援した
い」と、心から願う人たちの運動なのです。
タレントさんやスポーツ選手も協力してい
るけど、誰でも参加できるボランティア。
初めの一声は小さくても、そのうち街の人々
の善意が伝わってきます。それが、地域の
福祉への参加の第一歩になるかもしれませ
ん。

　毎年10月１日から12月31日までの３か月
間、日本中で赤い羽根共同募金運動が実施
されます。学校や家庭、職場など、さまざ
まな場所で募金がおこなわれます。

《期間は10月1日〜

  12月31日の３か月間》

《誰でもできる
　　　　ボランティア》

赤い羽根共同募金は、街のひとのやさしい気持ちを集め

る活動です。あなたのやさしさがあなたの声かけが、あ

なたの活動が、きっと街を変えていくはじめの一歩とな

るはずです。

もっと、もっと良い街になりますように。

赤い羽根共同募金 赤い羽根共同募金 学生ボランティア講座を開催しました
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　平成22年10月９日～10日、一泊二日で学生ボランティアを対象としたボランティア講座を開催し
ました。
　この事業は学生ボランティアを対象に年間を通して「生命（いのち）を考える」をテーマに実施してい
ます。今回はハンセン病問題と赤ちゃんポストに触れ「生きていくこと」の尊さを学ばせていただきま
した。
　菊池恵楓園では当事者の方からお話を伺い園内を見学させていただきました。園内の納骨堂には約
1,200柱の遺骨が故郷に帰ることなく眠っていました。いまもなお残る差別の傷跡を目の当たりに
し、改めて知らないことの恐ろしさを感じました。慈恵病院では国内唯一の赤ちゃんポスト「こうの
とりのゆりかご」について説明を受けました。ゆりかごの設置について社会では賛否両論あります
が、ゆりかごに預けられる赤ちゃんがいるという現実に無関心であってはならないと思いました。
　参加した学生は「当事者の気持ちは計り知れるものではないが、私たち若い世代がわかったふりをせ
ず、学び続け伝え続けていくことが大切だ」、「自分の視点が当たり前になって差別や偏見が生まれるの
ではないか。もっと多角的視点で見つめる必要がある」とそれぞれに何かを感じ取った様子でした。
　これからを担う学生の皆さんに関心をもって発信して欲しい。今後もボランティアセンターはこのよ
うな事業を継続していきたいと考えます。学生の皆さん、ぜひ参加してみませんか。

（地域福祉推進課　内田友依）

〈参加した学生の感想〉
＊ハンセン病の当時の差別や黒川温泉の件からも分かるように、間違った解釈、知識によって多くの人
が傷つきました。その人たちを理解すること、お互いが歩み寄ることを忘れず、今後も関わっていきた
いと思います。（山田彩緒里）

＊療養所の中に火葬場があるのはおかしいことである。そ
う事前学習で気づき知ってはいましたが、実際その場所
に行き想像する、仮想体験するということで、その事実の
悲惨さを実感し、自分はハンセン病に対する差別、人権侵
害の事実について知っているつもりであったということ
に気づきました。人の生きる権利は過去、今、未来、どこに
おいても侵されてはいけないことであると再確認しまし
た。過去は変えられませんが、そこから何か学び取ること
によって、未来は変わると思います。（前屋敷なな子）

学学生ボランティア講座を開催しました学生ボランティア講座を開催しました

＊私は「赤ちゃんポストはとても温かい設備だなぁ」と
思いました。赤ちゃんの命を守るために病院の人た
ちが頑張っていることが伝わってきたからです。し
かし、手放される子どもがいるなんて信じられませ
んでした。赤ちゃんポストが設置され、その現状が
はっきり出たことで、私たちはこれを機にその問題
について正面から向き合わなければならないと思い
ます。そのきっかけを赤ちゃんポストが与えてくれ
たのだと思います。（山根香織）

慈恵病院こうのとりのゆりかご
お話の様子

菊池恵楓園ハンセン氏病について
当事者からのお話の様子

第 1 4 号 （３） 飯塚市社会福祉協議会だより 2010年11月15日



  去る10月24日(日)、「みんなの健康・福祉のつどい2010」を、イイヅカコスモスコモン、イ

イヅカコミュニティセンターの各会場で開催しました。

　当日は残念ながら雨天で、ステージ・イベントは中止となりました。しかしながら、雨にも負

けず出店された団体や、健康コーナー・福祉コーナー等は通常通り行われたため、悪天候にもか

かわらず賑わって閉会を迎えました。

　運営にご協力いただきました団体をはじめ多数のボランティアの皆様、本当にありがとうござ

いました。

　なお、「音訳いいづか」さんにご尽力いただきましたチャリティバザーの売上は、80,323円

でした。福岡県共同募金会飯塚支会へ40,000円の募金と、飯塚市社会福祉協議会へ40,323円の

寄付をいただきました。市民の皆様、チャリティバザー商品の提供とお買い上げ、ありがとうご

ざいました。

飯塚東地区社協共催

開催しました!
「みんなの健康・福祉のつどい2010」「みんなの健康・福祉のつどい2010」「みんなの健康・福祉のつどい2010」を

「福っ子」さんによる（ちいさな おはなしコーナー） 「いらっしゃいませ！！」バザー出店風景
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　平成22年11月18日（木）10:00～12:00まで『リト
ミック』を行います。
※リトミック:頭の中だけで音楽を勉強するのではな
く、体全体、五感全てを使って体の中に音感・リズム
感を育てていく音楽教育です。

飯塚東地区社協共催飯塚東地区社協共催

次回のサロンは・・・

　奇数月の第３木曜日の10:00～12:00まで飯塚東公
民館にて開催します。（平成23年１月20日、３月17日）
対象者は、原則として飯塚東地区にお住いの乳幼児と
保護者。参加費は、100円（別途実費を必要とする回あ
り）。

今後のサロンは・・・

　平成22年７月１５日（木）に第１回子育てサロ
ンを開催しました。
　この日は「おひさまとかぜ」さんに作っていた
だいた手作りの木のおもちゃで遊びました。
　木の香りと木のぬくもりを感じながら汗いっぱ
いに遊びました。

　平成22年9月16日（木）に第２回子育てサロン
を開催しました。
　NPO法人ナルク筑豊おたがいさまの方々にお願
いし、ハンドマッサージをしていただきました。
　お母様方から「気持ちいい～」という声が多く
聞かれました。ありがとうございました。

　今年度も飯塚東地区社協と共催で子育てサロン「おやっとこっと」を開催すること

になりました。今までに２回のサロンを開催しましたので、その様子をご報告させて

いただきます。

「みんなの健康・福祉のつどい2010」「みんなの健康・福祉のつどい2010」
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このコーナーでは、市内で開催されている「いきいきサロン」の様子をお伝えしています。
第３回目は、枝国一区いきいきサロン（穂波地区）をご紹介します。
このサロンは脳トレやレクリエーションをはじめ、病院の先生や健康管理士の方をお招きし、簡単な健康診
断や高齢者に大切な健康講話をしていただいたりと毎回楽しく開催しております。また、昼食もお弁当や裏
方さんの作ったご飯など皆さん美味しそうに食べています。～（有）ギフトショップ ヨコタ 様～

穂波ライオンズクラブ35周年記念式典

枝国一区

ちくほ「収集ボランティア」のみなさんより

いきいきサロン訪問記いきいきサロン訪問記第3回第3回

『世代交流型交通安全講習会』『世代交流型交通安全講習会』
～伊川の郷デイサービスセンター・潤野保育園（年長児）～

　去る７月８日（木）、伊川の郷福
祉センターにおいて、飯塚警察署・
交通課主催により高齢者の交通事故
撲滅の試みとして交通安全講習会が
開催されました。日頃から交流のあ
る伊川の郷デイサービスセンターの
利用者さんと潤野保育園の年長児25
名が作成した「キラめきレター」と
反射材の贈呈と交通課総務課長のお
話を聞きました。
　当日、お昼にこの様子はRKB毎日
放送で報じられました。
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　去る10月25日、ギフトショップヨコタ様より、平成11年
11月11日にギフトショップヨコタが開店され、平成22年11
月に11周年を迎えるにあたり、飯塚市社会福祉協議会の福祉
活動へ役立ててくださいとご寄付をいただきました。厚くお
礼申しあげます。

　去る10月27日、コリアンハウス「洪苑」様主催による、
チャリティーゴルフコンペがあり、筑穂事業所の障がい児デ
イサービス事業に役立ててくださいと、「子ども用車いす」
をご寄付いただきました。
　チャリティーゴルフコンペにご参加されました皆様へ厚く
お礼申しあげます。

～（有）ギフトショップ ヨコタ 様～～（有）ギフトショップ ヨコタ 様～

穂波ライオンズクラブ35周年記念式典穂波ライオンズクラブ35周年記念式典

開店11周年記念福祉寄付

　市民の皆さんより集めていただいたアルミ缶「プル
タブ」が実り、「収集ボランティア」さんより、10月 24
日（日）に行なわれた「みんなの健康・福祉のつどい
2010」で「子ども用車椅子」の寄贈をしていただきま
した。
　筑穂支所には初めての「子ども用車椅子」です。大切
に利用させていただきます。ありがとうございました。

ちくほ「収集ボランティア」のみなさんよりちくほ「収集ボランティア」のみなさんより

チャリティーゴルフで福祉寄付チャリティーゴルフで福祉寄付

子ども
用

車椅子
寄贈

　去る10月30日、パドドゥ・ル・コトブキ（旧ことぶき会
館）で、穂波ライオンズクラブ35周年の記念式典があり、
同記念事業として、穂波支所の福祉活動に役立てていただき
たいと車両の贈呈を飯塚市社会福祉協議会が受けました。当
日は、来賓、関係
者など200人を超
え盛大に開催され
る中、穂波ライオ
ンズクラブの山本
隆弘会長から寄贈

車両の目録が飯塚市社会福祉協議会の小村副会長に手渡され
ました。小村副会長はこのあと「社協が進める地域福祉活動
に積極的に活用させていただきます。」と謝辞を申し述べ感
謝の意を表しました。穂波ライオンズクラブ会員の皆様、あ
りがとうございました。

ライオン号贈呈ライオン号贈呈

～コリアンハウス「洪苑」 様～

『世代交流型交通安全講習会』
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　この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金の一部、皆様方の寄付金により発行させていただいております。

　福岡財務支局では、自らの収入で返済
しきれないほどの借金を抱えお悩みの人
からの相談に応じ、相談者の抱える借金
の状況などをお聞きするとともに、必要に
応じ弁護士・司法書士などの専門家に引
き継ぎを行います。
　お気軽にご相談ください。（相談無料・
秘密厳守）

総合相談開設のお知らせ総合相談開設のお知らせ総合相談開設のお知らせ総合相談開設のお知らせ
◆心配ごと相談日◆

◆飯塚本所　☎0948-23-2210　◆穂波支所　☎0948-29-5520
◆筑穂支所　☎0948-72-3085　◆庄内支所　☎0948-82-4736
◆頴田支所　☎09496-2-5855
※飯塚本所（第1火曜日）穂波支所（第4火曜日）筑穂支所（第1水曜日）庄内支所（第3木曜日）頴田支所（第4木曜日）

飯 塚 本 所
穂 波 支 所
筑 穂 支 所
庄 内 支 所
頴 田 支 所

11月
 2日
 22日
 10日
 18日
 25日

12月
 7日
 28日
 １日
 16日
 22日

１月
 4日
 25日
 ５日
 20日
 27日

２月
   1日
 22日
  2日
 17日
 24日

多重債務相談窓口のご案内

＊対応時間　月曜日～金曜日
　　　　　 （年末年始および日祝祭日を除く）
　　　　　　9時～12時、13時～17時
＊相 談 先　福岡財務支局
　　　　　　☎092・411・7291

11月～２月の本所・各支所での開催日です。
時間は、いずれも13時～15時。

　ボランティアに興味がある方や、現在ボランティア活動をされている方などを対象とし、ボラ
ンティア同士の情報交換や交流などを目的とした「ボランティア交流会」を下記の日程で開催し
ます。当日はボランティア活動の紹介もありますので、ぜひ参加してみませんか。

　◎ と　き／平成22年11月28日(日)　 9時30分～12時
　◎ ところ／筑穂保健福祉総合センター　多目的ホール
　※お申込み、お問い合わせ　電話0948-24-4500　ボランティアセンター　山下
　　　　　　　　　　　　　　E-mail vorasen@iisha.or.jp

　ボランティアセンターでは、高校生以上の学生を対象とした「福祉講座」を毎年開催してお
ります。今回は、“命”そして“生きる”ことを考えてもらおうと下記の日程で、育親活動を展開
する「子どもの村」に見学とお話を聞きにいきます。児童虐待などの言葉を聞かない日がない
今日、命そして生きることについて、考えてみませんか。

　◎ と　き／平成22年12月5日(日)　10時～12時
　　　　　  　午前８時 飯塚市社協本所集合、
　　　　　  　午後2時頃 解散予定
　◎ ところ／NPO法人　子どもの村(福岡市)
　※お申込み、お問い合わせ　電話 0948-24-4500　ボランティアセンター　山下
　　　　　　　　　　　　　　E-mail vorasen@iisha.or.jp

～ボランティア交流会を開催します!～

学生の皆さん、　　　　　について考えてみませんか?
「学生ボランティア福祉講座」のご案内
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